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バッティング

９゙ ０ ７
月

６月13 ・ 14の両 日、伊達支部中体連 総合体育 大会が

各町を会場 に開催 され、各種目 に熱戦 がくり広げら れ

ました。

桑折町町 民 グラウ ンドで 行われた野球は、各学校と

も持てる力を十分に発揮 し、好試合を展 開し ました。

順調に勝ち進んだ県北中は、決勝戦で梁川中と対戦。

措しく もO －I で敗 れ、 準優勝 しました。



考えるために

国勢調査

第
十
五
回
目

に
当
た

る
今
年
の
国

勢
調
査
。
五
年
ご
と
に
行

わ
れ
て

い
る
こ
の

調
査
の
中

で
も
、
今
年
は
十
年
に
一
度
の
大

規
模
な
調
査
の

年
で
す
。

今
回
の
調
査
結
果
は
、
高
齢
化
、
国

際
化
が
進
む
な
か
で
、

そ
の
実
態
を
と
ら
え
、
来
る
二
十
一
世
紀
に
向
か
っ
て
行

政
の

在
り
方
を
見
直
し

、
考
え
る
、
国
に
と
っ
て
も

。
地
方
自

治
体

に
と
っ
て
も
貴
重
な
資
料
と
な
る
も
の
で
す

。
国
勢
調
査
の

実

施
に
お

い
て
は

、
す
べ
て
の

方
に
調
査
票

を
正
確
に
記
入

し
て

い
た
だ
き

、
回

収
す
る

。
そ
れ

が
、
調
査

結
果
を
よ
り
正
確
に

し

、
よ
り

信
頼
で

き
る

資
料
と
す
る
こ

と
に
つ
な
が
る
の
は
。

い
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ

ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
の
方
の
理
解
と
協
力

が
不
可

欠
で
す
。
今
回
の
調
査
対
象
は
、
全
国
で

約
一
億
二
千

四
百
万
人
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
2
1世

紀
の

日

本
を

考

え

る

基
礎
で

す
〉

十
月
一
日
、
全
国

。
斉
に
国
勢
詞

査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
大

正
九
年
か
ら
瓦
年
ご
と
に
行
わ
れ
、

今
回
は
十
五
回
目
。
日
本
に
住
ん
で

い
る
す
ぺ
て
の
方
が
対
象
と
な
り
、

今
回
は
全
国
で
約
一
億
二
、
四
〇
〇

万
人
に
及
ぶ
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

〈
国

勢

調

査
は
文

化
の

バ

ロ

メ

ー
タ

ー
〉

国
勢
調
査
は
、
「
人
口
・
住
宅
セ

ン
サ
ス
」
と
し
て
世
界
各
国
で
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
対
象
の
把
握
や

内
容
の
精
度
に
お
い
て
、
わ
が
国
の

国
勢
調
査
は
国
陽
的
に
も
高
い
評
価

を
受

け
て

い
ま

す
。

日

本
で
は

明
治
一
二
十

五
年

こ

九

〇

匸

）
に
「

国

勢
調
査

二
関

ス
ル

法

律
」

が
公

布
さ

れ
、
第

‐‐。
回
国

勢

調

査
は
大

正
九

年

（
一
九

二
〇

）
の

十

月
一
日

に
実

施

さ
れ

ま
し

た
。
第

一

回
当

時
は
、「

文

明
国

の
仲
間

入
り

」

が
合
４

葉
で

し

た
が

。
現
在

の
国

勢

調
査

は
、
豊

か

な
文
化

を
次

瞹
代

の

た
め

に
生

か
す

、
と

い
う

こ
と

に
な

る
よ

う
で
す

。

〈
簡

単
で

す

、
安

心
で

す

調

査
内

容
〉

調
査
は
、
ま
ず
、
九
月
下
旬
に
調

査
口
が
お
宅

に
お
伺

い
し
、
世
帯
ご

と
に
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。
調
査

内
容
は
全
部
で
二
十

。
。項
目
。
ご
家

族
全
員
の
氏
名
、
出
生
の
年
月
、
就

桑
の
状
況
な
ど
で
す
。
旅
行
な
ど
で

一
時
留
守
に
し
て
い
る
方
、
長
期
滞

在
し
て
い
る
方
、
生
ま
れ
た
ば
か
り

の
赤
ち
ゃ
ん
も
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、

ア
パ
ー
ト
な
ど
に
一
人
暮
ら
し
の
方
、

下
宿
し
て

い
る
方
は
、
未
成
年
で
も

学
生
で
も
、
世
帯
主
と
し
て
ご
記
入

く
だ
さ
い
。
他
に
漏
ら
し
た
り
、
統

針
以
外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は

法
律
で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
安
心
し
て
。
あ
り
の
ま
ま
を

正
確
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
調
査
票

は
後
日
、
調
査
貝
が
集
め
に
伺
い
ま

す
。

〈
調

査
票

は

大
切
に
扱
っ
て
！
〉

さ
か
の
ぼ
れ
ば
第
一
回
国
勢
調
査

の
集
計
は
手
作
業
で
行
わ
れ
、
最
終

的
な
統
計
が
得
ら
れ
る
ま
で
、
な
ん

と
九
年
も
要
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
、

調
査
票
の
読
み
取
り
は
、
「
光
学
式

マ
ー
ク
読
取
装
置
（
Ｏ
Ｍ
Ｒ
）
」
と

い
う
機
械
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
調
査
票
を
折
り
曲
げ
た

り
、
丸
め
た
り
、
破
っ
た
り
、
汚
し

た
り
、
ご
は
ん
つ
ぶ
な
ど
を
付
け
た

り
し
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
記
入
に
当

た
っ
て
は
。
調
査

票
と
一
緒
に
お
渡
し
す
る
「
調
査
票

の
記
入
の
仕
方
」
を
ご
覧
の
上
、
記

入
禰
れ
や
誤
記
な
ど
が
な
い
よ
う
に

正
し
く
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

調
査
の
対
象
・
調
査
の
場
所

国

勢
調
査
で

は

、
住
民

基
本

台
帳

な
ど
の
届

出

に
関
係

な

く
、
平

成
二

年

十
月

一
日
現

在

、
受
持

ち
調

査
区

内

に
ふ

だ
ん
住

ん
で

い
る
人

（
ま
た

は

ふ
だ

ん
住

ん
で

い

る
と
み
な

さ
れ

る
人

）
す

ぺ
て

を
、

そ
の

人
が

ふ
だ

ん

住
ん
で

い
る
場
所

で
世

帯

ご
と
に

調

査
し

ま
す

。

○
十

月

一
日

現
在

す
で

に
三

か
月
以

上

町
内

に
住

ん
で

い
る

か
、

ま
た

は
、
十

月

一
日
前

後
を

通
じ

て
一
二

か
月
以

上
住

む

こ
と

に
な

っ
て

い

る
人

。

○
出

稼

ぎ
、

旅
行

、
出
張

な

ど
で
一

時
的

に
自
宅

を
離

れ

て

い
る
人
で

。

十
月

一
日
前

後
を

通

じ
て
不

在
期

閥
が
三

か
月

未
満

の
場

合

は
、
当

町
で
調

査

し
ま
す

。

○
定

ま

っ
た
住

居
の

な

い
人
で

、
十

月

一
日

の
前

陳
を

通
じ

て
三

か
月

以
上

に
わ

た
っ
て

住

ん
で

い
る
所

も
住

む
こ

と
に

な
っ

て

い
る
所
も

な

い
人

は
、

十
月

一
日

現
在

い

る

場
所
で

調
査

し

ま
す

。

○

病
院

・
療

養
所

な
ど
の

入
院

患
者

で

、

入
院

し
て

か
ら
｝
‘一
か
月

に
な

ら
な

い
場
合

は
自

宅
で

調
査

し
、

三

か
月

以
上

（
七

月

一
日
以

前
に

入
院

し
た
人

）

に
な

る
人
は

、
病

院

・
療
養
所

で

飼
査

し
ま
す

。

○
船

舶
に
乗

り
組
ん

で

い
る
人

は
、

自
宅
で

調
査

し

ま
す

。



みんなの未来を

10月１日
〈
暮
ら
し
に

生
か
さ
れ
ま
す

調
査
結
果
〉

と
こ

ろ
で

、
国

勢
調
査

は
な

ぜ
必

要

な
の
で

し

ょ
う

か
。
こ

の
調
査

は
、

単

に

わ
が
国
の

人
口

を

調
査
す

る
と

い
う
だ

け
で

は
な

く
、
調

査
の

結
果

は

、
こ

れ
か

ら
の
行

政
の

重
要

な
基

礎

資
料

と
な

り
ま

す
。
・国

勢
調

査
は
、

わ
が
国

が
抱

え
て

い
る
人

口

に
つ

い

て

の

さ
ま
ざ

ま
な

問
題
を

明
確

に
し

、

最

も
効

果
的

な
対

策
を

生
み
出

し
て

い
く
た

め

に
不

可
欠

な

調
査
で

あ
り
、

国

の
政

治
や

行
政

の
重
要

な

資
料
に

な
る
の

で
す

。

例
え

ば
、

い
ま
日

本

は
世
界

に
類

を

見

な

い
急

ピ

″
チ

で

人
凵

の
高
齢

化

が

進
ん
で

い
ま

す
。

こ
の

た
め
、

新
し

い
さ

ま
ざ
ま

な
行

政
施

厦
を
打

ち
出

さ
な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。
私

た
ち

も
ま

た
ど
ん

な
意

識
を

も
ち
、

ど
ん

な
生

き
方
で

高
齢

化
社
会

を
生

き
抜

い
て

い
か
な

け
れ

ぱ
な

ら
な

い

か
、

問
題
は

た
く

さ
ん

あ
り

ま
す

。

そ
う

い
っ

た
社
会

の
対

応

に
こ
た
え

る
た

め
の
岡

の
施

策
を

検
討

す
る
す

ぐ
れ

た
材
料

を
提

供
し

て

く
れ
る
の

が
、
国

勢

祠
査

に
よ

る
デ

ー
タ
で
す

。

高
齢
者

の
数

、
そ
の

進
み

具
合

、

就
業

状
態

、
地
域

分

布
、
宰

族
構
成

な

ど
が
明

ら

か
に
な

る
こ

と
で
、
老

齢
年

金
、

老
人
医

療

な
ど
の

福
祉
対

策

に
必
要

な
資
科

を

得
る

こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
化
社
会
に
伴

う
噬
用
の
問
題
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

と
い
っ
た
こ
と
を
検
討
す
る
と
き
の

資
糾
‥と
し
て
も
大
い
に
役
立
つ
の
で

す
。さ

ら
に
、
地
域
別
の
統
計
か
ら
、

そ
の
地
域
の
問
越
を
浮
き
彫
り
に
で

き
ま
す
。
住
宅
問
題
、
交
通
難
、
ゴ

ミ
や
汚
水
処
理
、
あ
る
い
は
公
共
施

設
。
医
療
施
設
の
充
実
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
社
会
の
課
題
を
、
よ
り

効
果
的
に
改
善
す
る
た
め
の
基
礎
的

な
デ
ー
タ
が
呀
ら
れ
る
の
で
す
。

（

国

勢

調

査

に

ぜ
ひ
、
ご
協
力
を
！
〉

そ
の
他
に
も
、
世
帯
数
の
変
化
は
、

住
宅
需
要
の
動
向
や
匱
帯
を
単
位
と

す
る
財
産
・
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
な
ど

に
大
き
く
彫
響
し
ま
す
。
世
帯
数
の

変
化
や
そ
の
形

態
の
変
わ
り
具
合
を

分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
老
人
の

一
人
暮
ら
し
が
多
い
か
。
核
家
族
化

が
進
行
し
て

い
る
か
、
あ
る
い
は
三

世
代
同
居
が
増
加
の
き
ざ
し
を
兄
せ

て
い
る
の
か
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
社

会
的
変
化
を
明
確
に
で
き
ま
す
。
こ

の
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
社

会

に
適
応
し
た
政
策
や
行
政
を
行
う

貴
重
な
資
料
が
得
ら
れ
る
の
で
す
。

十
月
一
日
、
国
勢
調
査
に
、
ぜ
ひ

皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
暇

い
い
た
し
ま
す
。

平成２年国勢調査の

マスコット

『センサスくん』登場

国勢調 査では、生 まれたば かりの赤ち

ゃんか らお年寄り まで 、すべての人 が対

象 となりＪ す。

今回ぴ調il ではr センサスくん亅 が、10

月１日の調査日に向けて、新聞・ テレ

ビな どに登場し、調査 への協力 を呼 びか

け ますので、よろし くお願いし ます。



火の守りの誓い新た

～消防団定期点検～

▲町長の点検

六
月
十
日
、
町
消
防
団
定
期
点
検

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
九
時
に
十
一
台
の
消
防
車
で

藤
田
市
街
地
に
整
列
し
た
団
貝
を
観

閲
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
藤
田
小
学
校
校
庭
で
通

常
点
検
、
規
律
訓
練
、
ポ
ン
プ
操
法
、

分
列
行
進
な
ど
が
行
わ
れ
、
消
防
団

員
の
キ
ビ
キ
ビ
し
た
行
動
で
、
火
の

守
り
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

「
団
員
皆
さ
ん
の
旺
盛
な
士
気
と

規
律
あ
る
訓
練
の
成
果
が
十
分
に
発

押
さ
れ
、
誠
に
力
強
く
消
防
団
に

対
す
る
信
頼
の
慶
を
一
層
深
め
ま
し

た
」
と
冨
永
町
畏
か
ら
講
評
が
あ
り
、

続
い
て
阿
部
恒
夫
団
畏
か
ら
「
当
町

の
消
防
施
設
、
設
備
は
年
々
充
実
さ

れ
、
こ
れ
ら
の
維
持
管
理
に
は
万
全

を
期
し
、
有
事
の
際
に
は
十
分
な
効

果
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
」
と
訓
示
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
表
彰
並
び
に
裏
彰
伝
達
が

行
わ
れ
、
前
第
一
分
団
長
の
仲
野
周

一
郎
さ
ん
、
的
第
四
分
団
長
の
後
藤

昌
伸
さ
ん
ら
に
惑
謝
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
一
般
表

彰
者
と
し
て
。
防
火
水
槽
用
土
地
を

無
償
で
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
鈴
木

渭
二
さ
ん
（
西
大
技
字
築
舘
2
7）
と

山
田
和
美
さ
ん
（
小
坂
字
前
3
1）
の

お
二
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
功
労
者
を
表
彰

６
月
1
0日
に
実
施

さ
れ
た
『
町
消

防
聞
定
期
点
検
」
で
、
永
年
に
わ
た

っ
て
町
消
防
に
尽
力
さ
れ
た
次
の
皆

さ
ん
の
表
彫
及
び
伝
達
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

一

消
防
庁
長
官
表
彰

○
永
年
勤
続
功
労
章

阿

部

恒

夫
一
菊

地

昭

平

■

福
島
県
知
事
表
彰

○
竿

頭

岐

国
兄
町
消
防
団

〇
永
年
勤
杖
章

宍

一
尸

伊
勢
推

国

井

好

之

噸

戸
　
　

孝

○
優
良
運
転
章

井

砂

咎

栄

横

山

孝

夫

斎

簾
　
　

正

村

木
　
一
　
郎

菊

地

俊

雄

古

川

清
　
一

畏
谷
川

敏

朗

木

村

正

義

野

村

安

夫

■
県
北
行
政
事
務
所
長
・

県
北
地
区
消
防
連
絡
　

協
議
会
長
連
名
表
彰

〇
ポ
ン
プ
操
法
敢
闘
聿

第

五

分

団

■

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

○
功

繍

章

阿

部

恒

夫

○
精

勤

章

村

上

公

月

〇
助

続

章

斎

藤

朱

司

小

林

光

雄

浅

野

武

志

石

川

好
　
一

佐

藤

洋
　
一

■

県
消
防
協
会
長
表
彰

○
功

績

章

菊

地

昭

平

○
精

勤

章

商

檎

正
　
一

佐

藤

正

明

○
勤

続

聿

志

村

孝

明

渡

辺

茂

男

古

田

洋
　
一

吉

田

義

正

高

橋
　
一
　
吉

佐

藤

正

巳

吉

田

喜
八
郎

大

津

利

勝

宍

戸

惣
兵
衛

徳

江

正

美

羽

根

俊
　
】

佐
久
間
　
　

衛

〇
通
職
団
員
感
附
状

仲

野

周
一
郎

熊

坂
　
　

正

後

藤

矗

伸

斎

藤

重

美

佐

藤

昭

次

斎

藤

孝
　
一

秋

元
　

正

菊

地

忠
　
一

還

藤
　
　

剛

■

伊
達
支
部
長
表
彰

〇
功

績

章

大

津

利

勝

石

川

好
　
一

〇
精

勤

聿

佐

藤

錦

佳

鈴

木

文

夫

吉

川

清
　
一

佐

藤

正

和

佐
久
間

朝

男

小

鳥

利

夫

斎

藤

修
　
一

佐

藤

洋
　
一

木

村

正

義

横

山

孝

夫

佐
久
間

利

春

王

手

元

治

松

浦

斬
　
】

■

国
見
町
長
表
彰

ラ
ッ
パ
隊

■

町
長
・
団
長
連
名
感
謝
状

〇
永
年
助
続
退
職
団
員
感
謝
状

村

上

公

月

阿

部

啓

平

小

林

光

雄

瀬

戸
　
　

孝

佐

藤

豊
之
助

佐

藤

正
　
巳

佐

野
　
　

守

佐

膝

松

男

阿

部

傘

蔵

長
谷
川

宗

夫

■

国
見
町
消
防
団
長
表
彰

○
優
良
団
員
表
彰

吉

田

古

雄

広

居

重

夫

穂

苅

栄

泊

■

一
般
人
感
謝
状

鈴

木

済

二

山

田

和

美

●第５分団によるポンプ操法



観
月
台
公
園
文
化
セ
ン
タ
ー

地
域
づ
く
り

推
進
事
業
に
指
定

岡
で
は
。
多
極
分
散
型
国
土
の
形

成
を
展
望
Ｌ
た
政
策
と
し
て
、
『
ふ

る
さ
と
創
生
事
業
』
を
行
っ
て
い
ま

す
。ふ

る
さ
と
創
生
事
業
は
、
地
方
か

知
恵
を
出
し
国
が
財
政
的
支
援
を
行

う
も
の
で
、
昨
年
度
は
全
市
町
村
ヘ

ー
律
一
億
円
の
交
付
が

な
さ
れ
ま
し

た
。国

見
町
で
は
、
こ
の
一
億
円
を
ど

う
活
用
し
て
地
城
活
性
化
に
っ
な
げ

る
か
を
、
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
懇
談

会
な
ど
で
の
議
論
を
通
じ
検
討
し
、

観
月
台
公
闘
整
備
と
阿
津
賀
志
山
の

保
存
整
備
の
二
つ
の
事
業
を
基
軸
と

し
て
、
町
の
活
性
化
と
発
展
の
起
爆

剤
と
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

今
回
、
国
の
『
地
城
づ
く
り
推
進

事
業
』
に
指
定
さ
れ
た
『
観
月
台
公

圃
文
化
セ
ン
タ
ー
事
驚
』
は
、
現
在

の
臨
祉
セ
ン
タ
ー
周
辺
を
、
閥
μ

室
・

歴
史
資
料
展
示
・
物
産
展
示
・
各
稙

会
議
室
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
・

プ
レ
ー
ル
ー
ム
・
浴
室
・
文
化
ホ
ー

ル
な
ど
の
各
種
機
能
を
持
っ
文
化
会

館
と
緑
を
活
か
し
た
公
園
を
整
備
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
『
地
城
づ
く
り
推
進
事
業
い

と
は
、
一
億
円
を
基
盤
と
し
た
水
続

的
な
地
城
づ
ぐ
り
事
業
に
国
が
財
政

支
援
を
行
う
も
の
で
、
今
回
は
全
国

で
二
ｆ
億
円
で
す
。
そ
の
中
に
閑
見

町
の
こ
の
事
業
か
指
定
を
受
け
た
も

の
で
、
桁
定
に
伴
い
建
設
に
要
す
る

総
事
業
賢
に
対
し
て
国
の
財
政
支
扱

か
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
事
業

費
の
じ
五
％
を
起
債
（
町
か
国
な
ど

か
ら
借
金
す
る
こ
と
）
対
象
と
し
、

起
債
の
元
利
償
還
金
に
つ
い
て
は
自

治
体
の
財
政
力
に
応
じ
て
二
〇
～
£

五
％
を
岡
が
自
治
体
に
対
し
交
付
脱

で
補
て
ん
す
る
仕
組
み
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
国
か
積
極
的
に
支

援
す
る
事
業
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
観
月
台
文
化
整
鮒
事
業
は
、

各
機
閏
で
の
討
議
と
コ
ン
セ
ン
サ
ス

を
経
て
、
国
見
町
ふ
る
さ
と
ゾ
ー
ン

と
し
て
の
機
能
充
実
を
淤
た
す
た
め
、

平
成
四
年
完
成
を
目
指
し
基
本
設
計

か
ら
実
施
設
計
へ
と
進
む
こ
と
に
な

り
ま
す

。

▲観月台公圃文化センター鳩想圜

大
岩
機
器
工
業
所
が

選
定
さ
れ
る

～
ふ

る
さ
と
財
団
融
資
～

自
油
省
の
外
郭
団
体
、
地
城
総
合

整
備
財
団
（
ふ
る
さ
と
財
団
）
は
六

月
二
十
一
日
、
地
域
振
興
に
役
立
つ

民
間
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
事
業
を
対

象
に
行

ご
ヽ
い
る
『
地
域
総
合
整
仰

資
金
貸
し
付
け
』
（
ふ
る
さ
と
融
資

事
業
）
の
平
成
二
年
度
第
【
次
分
を

決
定
し
ま
し
た
。

対
象
事
業
は
新
規
、
継
続
分
合
わ

せ
て
全
国
で
六
十
七
件
、
融
資
総
額

は
訐
百
六
卜
八
億
七
千
四
百
万
円
に

上
り
ま
す
。
今
回
決
定
さ
れ
た
ふ
る

さ
と
融
資
の
巾
に
、
来
年
四
月
操
築

予
定
の
大
岩
機
器
工
業
所
に
対
し
四

億
円
の
融
資
か
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
融
資
と
は
…
…

ふ
る
さ
と
財
団
か
融
資
を
希
望
す

る
事
業
を
審
査
し
て
自
治
体
に
あ
っ

せ
ん
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
自
泊
体
か

事
業
費
の
二
〇
％
（
過
疎
地
城
は
二

五
％
）
を
上
限
に
最
長
十
五
年
の
無

利
子
融
資
を
す
る
制
度
、
融
資
を
引

き
受
け
た
自
治
体
は
地
方
債
の
発
行

か
認
め
ら
れ
、
そ
の
利
子
分
の
七
五

％
を
地
方
交
付
税
で
補
て
ん
し
て
も

ら
『
え
る
．

道路をまもる月間

道路にやさしく、

思いやりを./

道路は人が歩き、車が行き交うと

いった交通のためばかりでなく、電

線や電話線、ガス管、上・下水道な

どの収容スペースとしても、大きな

役割を果たしています。

８月は「道路をまもる月間」です。

道路にやさしく、思いやりを｡/



社 協

加入状況の
お知らせ

去
る
四
月
二
日
、
国
見
町
社
会
福

祉
協
議
会
（
略
称

『
紕
協
』
）
が
法

人
化
さ
れ
、
町
民
総
参
加
に
よ
る
新

し
い
吐
協
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し

た
。ご

承
知
の
と
お
り
、
杜
協
の
財
源

は
、
町
補
助
金
・
委
託
金
・
共
同
募

金
配
分
金
及
び
寄
付
金
な
ど
で
運
瞥

さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
基
本
と

な
る
の
は
、
町
民
皆
さ
ま
か
ら
の
会

費
で
福
祉
活
動
を
行
う
こ
と
か
原
則

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
町
内
会
畏
さ
ん

を
通
じ
加
入
の
促
進
を
お
願
い
し
て

き
ま
し
た
か
、
倍
さ
ま
の
深
い
ご
理

解
の
も
と
、
絶
大
な
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
社
協
へ
の
関
心
か
一
段
と
高

ま
り
福
祉
の
輪
の
広
が
り
を
見
。
多

く
の
あ
た
た
か
い
会
費
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。こ

こ
に
、
七
月
十
日
ま
で
の
加
入

の
状
況
を
ご
報
告
申
し
上
げ
、
お
礼

と
い
た
し
ま
す
。

各課紹介　３

税 務 課

「
豊
か
で
住
み
よ

い
活
力
の
あ
る

町
づ
く
り
」
の
た
め
、
努
力
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
．
職
員
一
同
、

皆
さ
ん
か
ら
親
し
ま
れ
る
税
務
職
員

を
め
ぎ
し
、

『
公
平
で
、
親
切
丁
牢

な
思
い
や
り
の
あ
る
』
税
務
事
務
を

進
め
て
い
ま
す
。

税
務
課
は
、
三
振
十
名
で
次
の
仕

事
を
行
「

て

い
ま
す
。

一

生
な
仕
事

◇
賦

課
係

｛
四

名
｝

・
町
県
税
賦
課
に
関
す
る
こ
と

・
法
人
町
民
税
賦
課
に
関
す
る
こ
と

・
軽
自
助
車
税
賦
課
に
関
す
る
こ
と

・
町
た
ば
こ
税
賦
課
に
関
す
る
こ
と

・
国
民
健
康
保
険
悦
賦
課
に
関
す
る

こ
と

・
脱
務
統
計
に
関
す
る
こ
と

◇
固
定
資
産
係
（
三
名
）

・
土
地
台
恨
、
家
屋
台
帳
、
公
図
の

保
管

・
固
定
資
産
評
価
に
関
す
る
こ
と

・
固
定
資
産
税
賦
課
に
関
す
る
こ
と

・
特
別
土
地
保
有
税
に
関
す
る
こ
と

◇
徴
収
係
（
二
名
）

・
諸
税
徴
収
に
関
す
る
こ
と

・
納
税
証
明
に
関
す
る
こ
と

・
公
図
、
土
地
台
帳
、
家
屋
台
帳
な

ど
の
閲
覧
に
関
す
る
こ
と

・
軽
自
動
車
標
識
交
付
に
関
す
る
こ

町
税
は
．
生
活
環
境
の
整
備
や
教

育
文
化
施
般
の
整
備
充
実
を
は
匕
め
．

さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
、
ご
み
の
収
集
な

ど
住
民
の
皆
さ
ん
に
身
近
な
町
政
に

充
て
ら
れ
て

い
ま
す
．

こ
の
よ
う
な
仕
事
を
す
る
た
め
に

は
、
お
金
が
必
要
で
す
．
そ
の
た
め

の
お
金
は
、
国
か
ら
の
補
助
金
や
地

方
交
付
税
な
ど
も
充
て
ら
れ
ま
す
か
、

何
と
い
う
て
も
一
番
麗
要
な
の
は
、

皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る

町
税
で
す
．

平
成
二
年
度
の
町
税
の
予
算
総
額

は
六
億
七
千
九
百
十
五
万
円
で
．
そ

の
内
訳
は
．
固
定
資
産
税
が
四
七
・

八
％

、
町
民
税
四
二
・
五
％

、
町
た

ば
こ
税
七
・
七
％
．
軽
自
動
車
税
一

・
八
％
、
特
別
土
地
保
有
税
〇
・
二

％
に
な
り
て
お
り
ま
す
．

こ
の
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
町
税
は

大
切
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
．
こ

れ
ら
に
つ
い
て
、
そ
の
仕
組
み
や
役

割
り
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力

を
お
顏
い
い
た
し
ま
す
．

職 員 紹 介

税柚課長(Ｓ内輪１５０)

山 田 久

係 (  霽内 線  I)

古田古夫・ 八巻 秋夫・佐● 嶌茂・攸久間茂

圃定賁廱係(内線ｰ 52 )

小池芳男・氏田京子・宍 戸桷寿

徴収係(Ｓ内線ｰ 53 )

攸藤光一・渡辺アヤ子

◇いつでも加入することか出来ますので．

その際は、杜協事務局（霖８５－2111　

内線136）にご連絡順います．

記

・平成2年7月10日現在

１．一般会賢（１口1,000円〉

2. 釼 円(  2.518口・2.4 人）

２．特別会費（105,000 円）

1,305.000円(  261口・258人）

３．賛助会費「凵」10,000円）

540,000円（54口・50人）

◇総　 肝　4.  3 , 円

(  2. 3口・2 . 人〉
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5
徳江・塚野目への

灌漑堰・小坂大分

おお わけ

菊　池　利　雄
▲大分の壇場

古
代
の
律
令
政
府
に
よ

。
て
造
成

を
み
た
、
東
北
地
方
で
有
数
の
規
模

を
誇
っ
た
徳
江
・
塚
野
目
の
条
里
水

田
は
。
阿
武
隈
川
の
氾
濫
原
に
近
い

西
根
台
地
の
末
端
部
に
位
置
す
る
こ

と
も
あ
「

て
、
こ
の
地
を
流
れ
る
佐

野
（
忤
藏
）
・
久
保
田
・
瀧
川
の
諸
河

川
は
台
地
面
を
深
く
浸
食
し
て
、
自

然

の

状

態

で

は

極

め

て

灌

漑

水

の

得

に

く

い

地

帯

に

立

地

し

て

い

る

。

こ

の

条

里

水

田

を

潤

す

基

幹

水

路

と

な

っ

た

の

は

、

延

長

約

一

・

七

㎞

に

お

よ

ぷ

塚

野

日

の

堀

込

よ

り

東

に

向

け

て

堀

ら

れ

た

中

μ

堀

心

海

膕

で

。

近

世

初

頭

以

降

は

上

杉

藩

に

よ

っ

て

開

削

さ

れ

た

西

根

上

堰

よ

り

、

安

定

し

た

灌

漑

水

の

供

給

を

受

け

て

耕

作

か

営

ま

れ

て

き

た

が

、

そ

れ

以

前

の

古

代

、

中

胯

に

お

い

て

は

。

そ

の

灌

漑

源

を

ど

の

河

川

に

水

め

た

の

か

、

中

江

堀

を

上

流

に

向

か

。

て

さ

か

の

ぼ

・

て

み

る

こ

と

に

し

よ

う

。

堀

込

の

上

流

は

、

北

半

田

の

水

口

で

さ

ら

に

進

め

ば

西

根

上

堰

を

越

え

て

、

泉

田

の

泉

秀

寺

前

を

流

れ

る

玉

川

に

連

な

っ

て

お

り

、

そ

の

源

流

は

泉

田

新

田

の

子

清

水

山

に

発

し

て

い
　

″’

唆
ｇ

嶇
ｍ

軛
Ⅲ
｀
淹
（

も
ｈ
ｌ

．

十
峭
蚶
心

偬

、Ｉ
ｍ

に

る

一
”

‘̈

一
’
¨
も
か
・
ｎ

時
ａ

武
山
ぶ

ｓ

｀
に
？

μ

ａ

Ｘ
Ｊ

二

こ

の

玉

川

は

流

城

か

狹

く

、

下

流

地

に

開

か

れ

た

広

人

な

条

里

水

田

の

灌

漑

水

を

賄

う

こ

と

か

で

き

ず

、

そ

の

北

側

を

流

れ

て

い

る

水

量

の

豊

富

な

滝

川

の

大

分

ふ

覦

と

呼

ば

れ

る

地

点

で

分

水

堰

上

げ

ら

れ

、

玉

川

へ

灌

漑

水

の

供

給

か

な

さ

れ

て

い

た

‘

文

久

元

年

（

一

八

六

こ

の

幕

領
　

「

泉

用

村

明

細

帳

」

に

は

｛

当

村

田

方

用

水

之

儀

气

小

坂

泉

田

両

村

之

山

よ

り

落

合

之

水

、

右

両

村

分

水

’・

气

往

古

よ

り

用

家

り

申

陝

ご

と

あ

り

、

同

年

の

小

坂

村

の

「

奉

差

上

村

明

細

帳

」

に

も

一

当

村

用

水

之

儀

、

木
落

川
（
瀧

川
）

泉
田

小
坂
両

村

’い

ｉ

、
当

半
分

二
用

申
侯
・
…

」

と
あ

る
こ

と
か
ら

。

条
里
制

の
施
行

時

に

お
け

る
、
瀧

川
の

水
を

玉
川

と
の
両

水
系

に
折
半
す

る
取

り
決

め

が
助
襲

き
れ

、
中
世

末
の

天
文

五
年

（
一
五

三
六

）
に
制

定
さ

れ
た

伊
達
氏

分
国

法

「
塵
介
集

」

に
も

。『
用
水

の
事
・

先
規

ま
か
せ

た
る

べ
し
…

…

』
と
し

て
、
灌

漑
水

の
利

用
に

つ

い
て

、
前

々
か

ら
の
し

き

た
り
は

、
こ

れ
を
尊

爪
す
べ
き
こ
と
を
規
定
し
た
。
近
蹶

に

お

い
て
は
、
前

に
み
た
小
板
・
泉
田
両

村
の

『
明
細

帳
』

に
書

き
上

げ
ら
れ

た
よ
う

に
推

移
し

、
慣

行
水
利

権

と

し
て
定

着
、

現
在

に
至

っ
て

い
る
。

泉

田
の
玉

川
沿

い
に
は
貴
船

神
社

一
‘
″
む

か
あ

る
。
貴

船
は

木
生
根

で
本

来
は

木
の

神
で
あ

。
た
が
、
平

安
京

の
飲

み
水
賀

茂
川

の
上

流

に
鎮
座
し

て

い

る
の

で
、

い
つ
し

か
水

神
と
し

て
尊

崇
さ

れ
る
よ

う

に
な

っ
た
。

条
甲
制

ド

に
お
け
る

、
王

川
下
流

の
班
ｍ

農

民

た
ち
か
、

稲
の

豊
作

を
貴
船

の
抻

に
折

り
、
勧

誚
さ

れ

た
と
も

考
え

ら

れ

る
。

か

つ
て
、

徳
江

・
塚

野
目

条
里
水

田
を
灌
漑
し
た
、
用
水
堰
滝
川
よ
り

の

上

げ
口
大
分

の
現

況
は

、
コ

ン
ク
リ

ー
ト

製
に
近

代
化

さ
れ

て

い
る
か
、

そ
の

起
源
は

八
世

紀
奈
良

時
代

頃

に

さ

か
の
ぽ
り

。
国

見
の

地
城

の
闘

発

に
大

き
な
足

跡
を

残
し

た

。
灌

漑
堰

の

遺
嚊
で
あ

る

ズ
『
福
鳥
県
農
業
史
』
）

県北中学校

中体連で健闘.／

平
成
２
年
度
の
中
体
連
の
各
種
大

会
は
、
５
月
3
1日
の
郡
陸
上
競
技
大

会
を
皮
切
り
に
、
郡
総
合
体
育
大
会
、

郡
水
泳
競
技
大
会
が
実
施
さ
れ
、
各

種
目
に
熱
戦
か
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。県

北
中
学
校
の
各
種
競
技
代
表
選

手
は
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分

に
発
揮
し
健
闘
し
ま
し
た
。

伊達支部水泳大会（5/29）

橦　　　 目 �順 位 �氏　　　 名

IOOM 背 泳 女 �１ �平　野 縵　子

28M 背 泳 女 �１ �平　野　綾 子

4  M 自由形女 �３ �志　 材　有　希

伊達支部総合体育大会（6/13-6/14）

◇団　体

種　　　　　 目 �順位 �種　目 �順位

野　　　　　　　 球 �２ �剣道(女) �３

バスケ ットボール(男) �３ �柔　 道 �３

◇個　人

糒　　　　　 目 �順位 �氏　　　 名

剣 道（２年男） �１ �瀬　戸　裕 二

々 （　 ●　） �Ｚ �玉　手　　 孝

４ （３年男） �３ �瀬　戸　正 人

々 （３年女） �３ �商　檎 美 紀

柔　 道（鰹々量縁） �３ �半　沢　　 陽

々 （暖 量 級） �１ �本　田　太 郎

ゃ （重 皿 級） �３ �高 檎　竜 也

卓球（ ダブルス女） �３ �
長　沢　　 愛

還　藤　間　弓

伊達支部陸上竸技大会(5/31)

種　　　 目 �順位 � 氏　 名

１年　100M �１ �黒田　享範

IOOM ハード ル �１ �後藤　安澄

３　種　Ａ �１ �佐擲 さぉり

３年3.80M �２ �松浦　裕貴

１年　100M �２ �高原のぞみ

走　 高 跳 �３ �後藤　美佳

三　橿　Ａ �３ �佐藤　真弓



自
衛
官
募
集

平
成
二
年
度
高
等
学
校
卒
業
予
定

者
の
募
集
を
、
次
の
と
お
り
行
っ
て

い
ま
す
。

男　　 子 待　　 遇

二等陸海空士

曹候楠士
一般曹候柵幸生

航空学生
防斯大隼校掌生

◇初任給
１２１．０００円

◇賞 与
５．１ヶ月分

◇衣・食・住無料

◇その他
各種手当て有り
(防衛大掌校学生
及び防斯医科大学
皎学生幸生手当て

は74.(XX)円)

女　　 子

二等陸海空士
岩纒学生

男　　 女

防衛医科大学校
？　　　 欒

■
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
福
島
募
集
案
内
所

一

剛
5
5
2
9

役
場
住
民
褞
祉
課
住
民
係

魯
醇
2
1
1
1

内
線
１
３
１

正
し
く
使
っ
て

楽
し
い
花
火

羲
い
夏
が
や

り
て
き
ま
し
た
。

ｎ

本
の
夏
の
風
物
詩
。
子
ど
も
た

ち
の
花
火
遊
び
か
盛
ん
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
。
お
も

ち
ゃ
の
花
火
と
は
い
え
、
花
火
の
原

料
は
火
薬
で
す
。
安
全
に
遊
ぶ
に
は
、

正
し
い
使
い
方
を
子
ど
も
た
ち
に
家

庭
で
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

０
花
火
を
人
に
向
け
た
り
、
燃
え
や

す
い
も
の
の
あ
る
場
所
で
遊
ば
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
風
の
強
い
と
き
は
、
花
火
遊
び
は

や
め
ま
し
Ｊ
う
。

○
衣
服
に
火
が
付
か
な
い
よ
う
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

０
水
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
大
人
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
・

○
正
し

い
方
法
で
、
正
し
い
位
置
に

点
火
し
ま
し
ょ
う
。

○
遊
ん
だ
後
は
、
後
片
付
け
を
必
ず

し
ま
し
ょ
う
。

○
吹
き
だ
し
。
打
ち
上
げ
な
ど
簡
物

花
火
は
途
中
で
火
が
消

疋
て
も
筒

の
中
を
の
ぞ
か
な
い
。

○
花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ぷ
こ
と
は
、

危
険
な
の
で
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

予
約
受
付
中

市
町

村

振
興

宝

く
じ

「
サ

マ

ー
ジ

ャ

ン

ボ
」

平
成
二
年
贋
の
市
町
村
振
興
『
サ

マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
』
が
次
の
と

お
り
兇
充
さ
れ
ま
す
。

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町

村
の
災
書
対
策
と
明
る
く
住
み
よ
い

街
づ
く
り
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

●
宝
く

じ
の

賞
金

一
等
…

…
…

…
…
｛
（

千
万

円

一
等

十
前

後
貰
：
一
一
億
円

特
別
賞

…
…

…
…

五
百
万

円

１
予
約
受
付

７
月
1
9日
～
８
月
２
日

申
込
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

７
月
1
9日
困
の
新
聞
紙
上
に
発
表
さ

れ
ま
す
。

・
相

談
所
を
開
設
｀

行
方
不
明
の
人
を
さ
が
そ
う

あ
な
た
の
身
内
で
、
行
方
が
分
か

ら
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
方
は
い

ま
せ
ん
か
．

県
内
で
、
家
出
な
ど
に
よ
り
行
方

の
わ
か
ら
な

い
方
は
過
去
十
年
間
で

五
〇
九
人
、
ま
た
．
自
殺
や
事
故
で

死
亡
し
た
の
に
身
元
の
判
明
し
な
い

方
か

Ｉ
〇
九
人
に
達
し
て
い
ま
す
．

警
察
で
は
、
お
盆
や
夏
休
み
に
当

た
る
八
月
の
一
か
月
間
を

『
案
出
大
、

行
方
不
明
者
を
さ
が
す
月
間
』
と
し

て
、
各
警
察
署
に
相
談
所
を
設
け
、

相
鮫
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
．

観
類
や
知
人
が
集
ま
り
や
す
い
こ

の
時
期
は
、
行
方
不
明
者
の
情
報
も

集
ま
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
こ
の
機

会
に
行
方
不
明
者
の
所
在
確
認
や
無

縁
仏
の
身
元
確
認
な
ど
に
努
め
よ
う

と
い
う
む
の
で
す
．

写
真
や
費
用
品
を
用
意
す
る

相
岐
所
で
は
、
そ
の
場
で
す
ぐ
に

相
談
に
応
じ
て
く
れ
ま
す
。
行
方
不

明
者
の
そ
れ
ま
で
の
連
絡
先
や
体
の

特
徴
な
ど
を
手
か
か
り
に
。
追
跡
調

査
や
無
縁
仏
の
記
録
と
の
照
合
か
、

警
察
の
全
国
に
ま
た
が
る
組
織
を
利

用
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

相
談
に
行
く
際
に
は
、
当
人
の
写

真
や
ふ
だ
ん
愛
用
し
て
い
た
も
の
な

ど
を
用
意
し
て
お
く
と
、
鯛
査
か
よ

り
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
ま
す
。

四
件
に
一
件
が
そ
の
場
で
解
決

平

成
元

年
は

、
全
国
で

約
七
千

件

の
相

談

が
あ
り

ま
し

た
が
、
そ

の
う

ち

二
五
％

、
つ

ま
り
四
件

に
一

件

が

そ

の
場
で

解
決

し
て

い
ま
す

。
ま

た
、

月
間

中

に
身
元

か
確
昭

さ
れ

た
無
縁

仏

は
、
年

間
確

認
敷
の

お
よ
そ

半
数

（

四
四

・
六
％

）
に
上

っ
て

い
ま
す

。

身

内
の

方
や

親
類
知

人
な

ど
に

、

行
方

不
明

の
方

が
い
て

お
困
り

の
方

は

、桑
折
警
察
署
藤
田
駐
在
所

茜
翦
2
0
5
9

に

ご
相
談

く
だ

さ
い
・

観 光 週 間
8月1日～7日

や
さ
し
い
心
で
　

豊
か
な
観
光

こ
の
夏
休
み
に
．
海
や
山
へ
旅
を

し
て
気
分
転
換
卜

思
い
切
り
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
よ
う
と
、
楽
し
い
プ
ラ

ン
を
立
て
て

い
る
方
も
多
い
で
し
よ

週
休
二
日
制
が
広
ま
り
て
き
た
こ

と
や
、
労
働
時
間

が
次
第
に
短
縮
さ

れ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
．
自
由
時

間
が
増
え
、
観
光
は
わ
た
し
た
ち
の

生
活
の
潤
い
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と

な
っ
て
き
て

い
ま
す
．

と
こ
ろ
が
、
せ
っ
か
く
旅
行
に
出

か
け
て
も
、
美
し
い
自
然
景
観
な
ど

が
傷
つ
け
ら
れ
て

い
た
り
、
壊
さ
れ

て
い
た
り
、
観
光
地
が
空
き
缶
や

ご

み
な
ど
で
汚
さ
れ
て

い
た
り
し
て
は
．

行
楽
の
楽
し
い
気
分
も
台
無
し
で
す
．

観
光
地
を
肪
れ
る
人
の
な
か
に
は
、

ご
み
を
散
ら
か
し
た
ま
ま
帰
っ
た
り
、

高
山
植
物
や
岩
石
な
ど
を
採
っ
た
り

す
る
な
ど
、
心
な
い
行
為
を
す
る
大

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
．

ま
た
、
観
光
地
に
捨
て
ら
れ
る
ご

み
な
ど
は
、
特
に
人
出
の
多

い
夏
に

集
中
し
ま
す
．
し
か
も
．
か
な
り
広

い
範
囲
に
わ
た
っ
て
敵
ら
ば
る
た
め
．

地
元
だ
け
で
こ
れ
を
始
末
す
る
こ
と

は
と
て
も
困
難
で
す
．

旅
行
す
る
大
た
ち
か
、
自
分
だ
け

行
楽
気
分
を
満
喫
す
れ
ば
よ

い
と

い

う
、
独
り
よ
が
り
の
考
え
を
や
め
、

観
光
地
を
か
か
え
る
地
元
の
大
た
ち

や
後
か
ら
訪
れ
る
旅
行
者
の
気
持
ち

に
な
っ
て
．
行
助
す
る
こ
と
か
大
切

で
す
．
そ
の
た
め
に
は
、
一
人
一
人

が
旅
先
で
の
マ
ナ
ー
に
気
を
つ
け
、

よ
り
一
層
み
ん
な
で
観
光
地
の
美
化

に
努
め
ま
し
ょ
う
．



作文募集

「
夏
休
み
の

思
い
出
の
旅
」

も
ｉ

す
ぐ
楽

し

い
夏
休
み

。

東

日
本

旅
客
鉄
道

㈱
東
北

地
域

本

社
福

鳥
支
店

主
催
、
福

島

県
教
育

委

員
会
及

び
福

島
民
報
杜

後
援

に
よ

る

『
夏

休

み
の
思

い
出

の
旅
』

作
文

を
、

次

の
要
領

で
募

集
し

ま
す

。
奪

っ
て

応

募
し
て

く

だ
さ

い
・

〔
応
募

要
領
〕

▽
応
募

資
格
・・・・
福
島

県
内
の
小

学
校

４
～
６

年
生
．

▽
応
募
内
容
１
・
『
夏
休
み
期
間
中
に

旅
行
し
た
思
い
出
』
を
作
文
に
し

た
も
の
．

▽

応

募

要

項
・
・
：

①
朷
字
詰
原
稿
用
紙
４
枚
以
内

②
一
人
一
編

③
題
名
・
学
校
名
・
学
年
・
氏
名

を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
・

▽
締
め

切
り
‘・・・
平
成

２
年
９

月
1
4
日

▽
賞
品
…
ｌ応
募

さ
れ

た
作

品
の
中

か

ら
審
査
に
よ
り
入
賞
者
に
賞
状
及

び
賞
品
．
ま
た
、
応
募
者
全
員
に

記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
．

最
優
秀
賞
　
３
編

優

秀

賞
1
2

編

優

良

賞
3
0

編

■
送
り
先
・
問
い
合
わ
せ
先

一

節
　
福
島
市
栄
町
１
番
１
号

東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
東
北
地
城
本

社
福
島
支
店
『
作
文
募
集
』
係

雲
劭
2
0
4
4

作品募集

第
4
0
回

県
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

福
島
県
は
、
統
計
思
想
の
普
及
向

上
の
た
め
、
十
月
十
八
日
の
『
統
肝

の
日
』
に
向
け
て
、
小
学
生
・
中
学

生
・
高
校
生
・
大
学
生
及
び
一
般
県

民
を
対
象
に
統
計
グ
ラ
フ
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

▼
応
募
要
領

―
資

格

第
１
郎
・
：
小
学
校
３
年
生
以
下

第
２
鮪
・
：
小
学
校
４
～
６
年
生

第
３
郎
・：
中
学
生

第
４
郎
・：
高
校
生
及
び
大
学
生

第
５
部
・；
一
般

２
内

容

課
題
は
各
郎
と
も
自
由
。
た
だ
し
、

第
１
部
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
児

童
か
観
察
し
た
結
果
を
グ
ラ
フ
に

し
た
も
の
と
す
る
。

３
規
　
格

歉賀･色彩�大きさ

榻
１
～
３
部
…
Ｂ
２
判

姚
４
・
５
部
・：
Ｂ
Ｉ
判

名
齢
と
も
自
由
と
す
る
が
。
裏
面

板
張
り
や
裏
面
の
セ
ロ
（

ン
カ
バ

ー
は
不
可
。

４
そ
の
他

一
人
で
何
点
応
募
し
て
も
良
い
が
、

２
枚
以
上
に
わ
た
る
『
シ
リ
ー
ズ

も
の
』
は
認
め
な
い
。

▼
締

め
切
り
・：
９
月

５

日
必
着
．

▼
免

表
…
…

９
月

下
旬

．

■

応
募

先
・

問
い
合

わ

せ
先

ｅ

蜘
福
鳥
市
杉
妻
町
２
－
1
6

縞
馬
県
企
画
調
整
部
統
計
調
査
諜

ｓ

剛
1
1
1
1

内
線
2
5
5
6

戸籍の窓口
(6 月受付分)

出生おめでとうございます

子 の 名 保 腰者　 町内会

礼 佳(あ や か)松浦 広光 大 木 戸

卓 哉(た く や)簔麗 昌彦 川　 内

裕 子呻 う こ)安達 元昭 大 町 南

沙 織{さ お り}柑野 広儒 泉 與 下

裕 太呻 う た)佐藤 洋一 泉 田 中

弘 和{ひろかず}古jll孝雄 宮　 東

真 哉(し ん や)村上喜久夫 山崎沢田

結婚おめでとうございます

氏　　名

菊 池 隆 二

阿 部 昭 子

宍 戸 喜 幸

大 橘 明 美

佐久間 修 一

圓 谷 美 恵

佐 藤 政 俊

佐 藤 雅 恵

岩 嫉　　勉
片 平 奈美子

町内会

福 鳥 市

泉 田 下

石母田北

桑 折 町

錦　 町

いわき市

大 町 甫

泉 田 下

川　 内

白 石 市

おくやみ申し上げます

氏　　 名　　　 年齢　　 町内会

村 上 三 郎　73　 宮　 東

佐 藤　しみゑ　　78　　 駅　 前

奥 山 末 古　　66　　 宮 町 北

ちぴっこ　あつまれ ／

第３回　納涼歩行者天国

～楽しいイベント盛りだくさん～

日　畤 平成２年８月４日(土) 午後２時から

|場 所 藤田中心街

i内　容　ポニーと遊ぼう・もちつき大会

１　　　 ジャンケン大会・宝 くじゲーム　ilS

i'j　　　｡子ども盆踊り・盆踊り・模擬店多歓 。

主 催　国見町商工会青年都

人 口 と 世 帯

７月１日現在(前月比)６月中のうごき

人
ｉ
”
Ｅ
　

口

男5  , 人 ← 4  )

女6,188 人 （－ ８）

計ll  , 1 人（－12 ）

世帯数2  , 3戸（－４）

転 入12 人

転 出28 人

出　生　7 人

死　亡　3人

心配ごと相談日
場 所 ： 役 場 二階 相談 室 （東偉入口からお入り下･ い）

時 間 ： ９時 ～12 時

こ まったことや、 相談ごとがありましたら、

お気僅にご相談下さい。 秘密は絶 対に守ります。

( 相鮫員)

７月 日 ( 水）後藤　 一・谷津 智恵

８月４卩（土）高橘藤右工門・山内聴子

８月15 日 (水）高橋 隆雄・牧野 容子

７日　 文月（ ふみづさ）

日 ( 金）海の記念日

21  日 (土）森 と湖に観しむ旬 間
Ｓ　　　

動 労龠少年の日

日 ( 月）大 暑

ｋ　　　 土用・ 丑　Jd
－

８月 葉月（はづき）

1 11 （水）水の日　　l ¶

6 日（月）広鳥原爆記念11

8 日（水）立 秋　　

１

9  日 休 ) 長崎原爆記念 日･，

1卵 （水）終戦記念 日 ．,i



公
民
館
だ
よ
り

国 見町 公民 館

08 5 ｰ 2 6 7 6

（有) 4 1 5 6

待
望
の
オ
ー
プ
ン

森
江
野
町
民
プ
ー
ル

森
江
野
町
民
プ
ー
ル
が
完
成
し
、

六
月
二
十
三
日
午
前
十
時
か
ら
プ
ー

ル
闘
き
か
行
わ
れ
ま
し
た
。

プ
ー
ル
開
き
で
は
、
冨
永
武
夫
町

畏
。
菅
野
重
雄
県
北
下
水
道
建
設
事

務
所
長
、
松
浦
義
男
町
議
会
議
長
、

佐
藤
利
雄
町
教
育
委
貝
長
が
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
。
冨
永
町
長
が
『
こ
の
プ
ー

ル
を
活
用
し
て
健
康
づ
ぐ
り
、
体
力

づ
く
り
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
』
と
あ

い
さ
つ
し

た
あ
と
。
早
速
県
北
中
の

水
泳
部
員
か
模
範
泳
を
披
露
し
。
勢

い
よ
く
水
し
ぶ
き
を
上
げ
て
い
ま
し

た
。森

江
野
町
民
プ
ー
ル
は
、
県
北
流

城
下
水
道
浄
化
セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴

う
周
辺
対
策
事
業
と
し
て
建
設
さ
れ

た
も
の
で
。
滑
り
台
か
付

い
た
幼
児

用
プ
ー
ル
も
あ
り
、
シ
ャ
ワ
ー
、
ト

イ
レ
、
更
衣
室
な
ど
の
設
備
も
整
っ

て
い
ま
す
。

聞
設
期
間
は
八
月
三
十
一
日
ま
で

で
、
時
間
は
午
前
九
時
半
か
ら
午
後

五
時
半
。
料
金
は
人
人
百
五
十
円
。

高
校
生
百
円
、
中
学
生
以
下
は
三
十

円
。ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▲テープカットでオープンを祝う

ス
ポ
少
柔
道
大
会

優
勝
、
準
優
勝
／

六
月
十
日
に
行
わ
れ
た
第
む
回
福

島
県
総
合
体
育
大
会
（
県
北
大
会
）

で
、
み
ご
と
僅
勝
、
串
優
勝
を
わ
か

ち
あ

い
、
七
月
二
十
二
日
（
日
）
四
倉

高
校
体
育
館
に
お
い
て
県
大
会
が
行

わ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
頑
張

り
て
き
て
く
だ
さ
い
。

ご
健
闘
を
折
り
ま
す
。

優

勝
　
県
北
中
二
年

本
田
太
郎

準
優
勝
　
　

″
　
　

高
橋
竜
也

●侵暴した本田君（右）と準侵脯の高欄君

成
人
学
級

「
史
跡
め
ぐ
り
」
に
　

参
加
し
て

奥
山
　
量
子

成
人
学
級
六
月
の
学
習
会
は
、
お

隣
の
桑
折
町
周
辺
の
史
跡
め
ぐ
り
で

し
た
。
一
行
を
乗
せ
た
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
か
出
兇
し
た
の
は
、
好
天
に
恵
ま

れ
た
六
日
の
午
後
の
こ
と
で
す
。

ま
ず
、
伊
達
家
初
代
朝
宗
の
居
城

と
伝
え
ら
れ
る
西
山
城
を
見
学
し
ま

し
た
。
途
中
、
県
指
定
犬
然
記
念
物

の
大
カ
ヤ
を
車
中
よ
り
右
手
に
眺
め
、

西
山
城
は
高
誼
巾
舘
西
舘
と
あ
る
う

ち
、
西
舘
の
見
学
で
す
。

し
げ
み
を
分
け
て
山
深
く
入
る
と
、

外
堀
の
外
堤
や
石
塁
土
塁
が
今
な
お

残
っ
て
お
り
。
天
文
の
乱
の
時
な
ど

さ
ぞ
か
し
烈
し
い
戦
い
が
行
わ
れ
た

で
あ
ろ
う
事
に
思
い
を
馳
せ
、
今
昔

の
感
に
堪
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
観
音
寺
、
俗
に
い
う
坂

町
の
観
音
様
に
詣
で
、
郡
役
所
に
着

き
ま
し
た
。
こ
こ
は
何
度
も
訪
ね
た

事
が
あ
り
建
物
は
周
知
の
通
り
で
し

た
か
、
折
り
し
も
県
北
き
ぴ
た
き
短

歌
の
会
の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、

わ
が
一
行
の
中
に
も
出
展
さ
れ
て
い

る
方
が
お
ら
れ
、
興
味
深
く
見
学
し

ま
し
た
。

次
は
桑
折
寺
で
す
。
こ
こ
は
山
門

か
有
名
で
室
町
時
代
の
螻
造
物
で
、

県
重
文
に
指
定
さ
れ
て

い
る
と
か
、

銅
板
茸
で
し
た
。
最
後
に
は
。
伊
達

朝
宗
の
墓
を
尋
ね
ま
し
た
。
墓
碑
と

墓
石
と
か
別
々
に
静
か
に
安
置
さ
れ

て
お
り
、
光
明
寺
に
あ
る
朝
宗
夫
人

の
墓
に
も
思
い
を
は
せ
た
事
で
し
た
。

以
上
ぎ
っ
と
の
見
学
で
し
た
か
。

ち
ょ
っ
と
し
た
（

プ
ニ
ン
グ
か
あ
っ

た
と
は
い
え
、
一
同
無
事
終
了
し
、

ホ
ッ
と
し
て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

大
変
有
意
義
な
見
学
で
し
た
・

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

町
代
表
決
ま
る

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
家
庭
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
町
予
選
会
が
六
月
十
七
日
、

町
民
体
育
館
で
熱
戦
か
繰
り
広
げ
ら

れ
、
耕
谷
バ
レ
ー
チ
ー
ム
が
優
勝
。

七
月
二
十
二
日
行
わ
れ
る
県
北
大
会

（
保
原
町
体
育
館
）
に
、
町
代
表
と

し
て
出
場
し
ま
す
。

ご
健
闘
を
期
待
し
ま
す
。

４熱･しに説明を聞く参加者

▲侵勝した耕谷チーム



市同村対抗

駅伝出場に向け

町 駅 伝　

競 走 部 設 立

六
月
二
十
三
日
、
町
公
民
館
に
お

い
て
、
国
見
町
駅
伝
競
走
部
の
設
立

総
会
か
開
催
さ
れ
ま
し
た
．

こ
の
部
の
設
立
は
、
今
年
第
二
回

を
迎
え
る
市
町
村
対
抗
福
鳥
県
縦
断

駅
伝
晩
走
大
会
に
参
加
を
す
る
こ
と

と
、
平
成
七
年
の
福
島
国
体
に
向
け

当
町
陸
上
餓
技
の
中
・
長
距
離
選
手

の
育
成
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
ま
す
．

こ
れ
ま
で
に
．
中
竿
生
以
・上
の
町

民
の
中
か
ら
広
く
部
貝
を
募
る
こ
と

を
目
標
に
、
各
地
区
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
会
会
長
、
町
走
ろ
う
会
の
方
々
を

中
心
に
準
備
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
．

設
立
総
会
で
は
、
約
三
十
名
の
部

員
出
席
の
も
と
．
町
長
か
ら
『
チ
ー

ム
プ
レ
ー
の
中
で
個
人
の
ペ
ス
ト
を

尽

く
し
て
下
さ
い
』
と
あ
い
さ
っ
か

あ
り
引
き
続
き
部
則
、
予
算
．
役
員
、

合
同
練
習
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
．役

員
は
．
顧
問
に
冨
永
武
夫
町
長
．

部
長
に
神
津
武
志
藤
田
地
区
ス
ポ
ー

ツ
振
興
会
会
長
、
監
督
に
八
巻
忠
義

県
睦
協
役
員
か
決
定
し
、
十
一
月
下

旬
に
開
催
予
定
の
県
縦
断
駅
伝
競
走

大
会
で
の
活
躍
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。

駅
伝
競
走
部
は
、
い
つ
で
も
部
員

と
し
て
加
入
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
町
公
民
館
、
教
育

委
員
会
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

電
気
教
室
に
参
加
し
て

”
4
6億

年

の

贈

り

も

の
〃

玉

木
　

洋
子

今
年
度
の
電
気
教
室
は
。
中
央
婦

人
乍
級
の
学
習
の
中

に
お
り
こ
ま
れ
、

六
月
六
日
に
開
講
式
か
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

春
日
公
民
館
長
さ
ん
、
な
ら
び
に

講
師
で
あ
る
東
北
電
力
桑
折
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
の
斎
藤
所
長
さ
ん
の
挨

拶

が
あ

っ
て

か
・
气

『
4
6億
年

の
贈

り
も

の

‘
（
地
球

と

エ
ネ

ル
ギ
ー
賢

源

と
い
う

ビ
デ

オ
を
見

せ
て
頂

き
ま

し

た
。
地
球

の
誕

生
、

そ
し
て

人
類

の
源
で

あ
る

生
物

の
出

現
か

ら
人
類

の
出

現
に

い
た

る
ま
で

、
そ

れ
に
エ

ネ

ル
ギ
ー
資

源
で

あ
る

ウ
ラ

ン
、
ま

た
、

石
炭

。
石
油

か
太
古

の
生

物
に

よ
り

長
い
年

月
の

も
と

自
然

の
中
で

作
ら

れ
た
事

な

ど
、
興
味

深
く

見
せ

て

い
た
だ
き

、
資
源

か

私
達

へ
の
自

然
か

ら
の
贈

り
し

の
と

し
て
、

再
認

識
す

る
事
か

で
き

ま
し

た
・

そ

の
資

源
か
あ

と
四

十
年
ぐ

ら

い
で
な
く

な

・
て
し

ま
う

こ
と

に
は

シ
ョ

″
ク
を

う
け

る
と
共

に
、

資
源
を

大
切

に
使

い
。
自

然
を

い
た

わ
り

、
守
り

、
大

自
然

と
の
共
存

共

栄
で

な
く
て

は

い

け
な

い
と
思

い
ま
し

た
・

ま

た
、
限

り
あ
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
資
源

か
少

な
く

な
・
て

き
て

い
る
中

で

、
原
子
力

発

電
の

必
要
性

を
感
じ

ま
し

た
。

そ
の

後
、
東

北
電

力
の
社

員

の
方

々
か
ら

、
発

電
か

ら
一

般
家
庭

に
電

気
か
供

給
さ

れ
る
ま

で
の
経

路
や

分

電
盤
に

つ

い
て

の
知

識
等

の
誹
議

が

あ
り
ま
し

た

。
最
後

に
、

「
教
膏

・

文

化
～
生

漉
学

習
卜
ゆ

と

り
と
生

き

か

い
を
求

め
こ

と

い
う

ビ
デ
オ
を

見
せ

て
頂
き

ま
し

た

。

ふ
だ
ん
何

気
な

く
使

わ
れ
て

い
る

電
気

、
日
常

生
活

に
欠

か
せ
な

い
電

気
を

も
う

‐‐‐
度
、

見
つ

め
直
し

て

い

き

た
い
と
思

い
ま
す

。

Ａ生活に役立つ電訊教窒

婦
人
学
級
旅
行
に
　

参
加
し
て

野
ば
ら
婦
人
学
級

佐
久
聞
久
子

今
回
の
研
修
旅
行
の
行
先
か
平
泉

の
中
尊
寺
と
聞
き
、
昨
年
の
奥
州
八

百
年
祭
を
思
い
出
し
、
特
に
深
く
関

心
を
持
ち
ま
し
た
。
中
尊
寺
と
い
え

ば
、
奥
州
藤
原
氏
の
初
代
清
衡
公
が

多
宝
塔
や
二
階
大
堂
な
ど
多
く
の
堂

塔
を
造
営
し
、
そ
の
趣
旨
は
畏
い
戦

乱
で
亡
く
な
っ
た
ひ
と
の
霊
を
な
ぐ

さ
め
、
仏
国
土
を
建
設
し

た
も
の
と

か
。
し
か
し
、
十
四
世
紀
に
堂
塔
は

焼
失
し
。
わ
ず
か
に
金
色
堂
と
経
蔵

だ
け
か
遺
っ
た
。
十
六
年
の
歳
月
を

費
し
て
完
成
し
た
金
色
堂
に
は
、
本

尊
阿
弥
陀
如
来
を
中
心
に
十
一
体
の

仏
像
か
安
置
さ
れ
、
金
銀
珠
玉
を
ち

り
ぱ
め
極
楽
浄
土
を
あ
ら
わ
し
て

い

る
須
弥
壇
｛
し
ゅ
み
だ
ん
｝
の
な
か

に
は
。
藤
原
四
代
の
御
遺
体
（
ミ
イ

ラ
）
が
納

め
ら
れ
て
い
て
、
内
部
の

装
飾
に
は
目
を
う
ば
わ
れ
て
し
ま

い

ま
し
た
。

二
日
前
か
ら
わ
か
家
の
一
員
と
な

っ
た
ブ
ラ

ジ
ル
研
修
生
、
庄
司
光
子

さ
ん
も
一
緒
に
参
加
し
ま
し
た
。
長

旅
の
疲
れ
も
見
せ
ず
、
日
本
古
来
の

文
化
に
感
激
し
て
い
ま
し
た
。

す
ば
ら
し
い
文
化
を
持
つ
平
泉
と
、

歴
史
の
流
れ
の
中
で
関
わ
り
を
持
つ

国
見
町
を
胯
り
に
思
い
ま
す
。
そ
の

ほ
か
に
も
厳
美
渓
を
見
学
し
、
歴
史

と
文
化
、
自
然
を
体
験
し
な
が
ら
。

他
の
四
学
級
と
の
親
睦
も
深
ま
り
、

初
夏
の
香
り
を
満
喫
し
て
参
り
ま
し

た
。

▲全色堂前で記念撮彫

◇スポーツ大会のお知らせ

C〉篇11回少年ソフトボール大会

と　き：７月29日（日〉

ところ：町民運助場

t〉旃７回スポ少ソフトポール大会
と　 き： ８月12  日 ( 日）

とこ ろ： 町民 運助 場



ご
帖
婚
お
め
で
と
う

八
島
富

一

さ
ん

・
百

合
子

さ
ん

山
崎
字
中
川
前
一
八
、
八
島
富
一

さ
ん
と
、
今
年
三
月
末
ま
で
ブ
ラ
ジ

ル
か
ら
の
農
業
研
修
生
と
し
て
来
町

し
て

い
た
宇
野
百
合
子
さ
ん
の
結
婚

披
露
宴
が
六
月
五
日
、
福
島
国
見
町

農
協
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
．

披
露
宴
に
は
、
県
、
町
．
農
協
な

ど
を
は
じ
め
各
種
団
体
の
関
係
者
、

新
郎
・
新
婦
の
観
類
、
友
人
ら
約
二

百
五
十
人
が
出
席
し
ま
し

た
．
盛
大

な
拍
手
の
中
、
紋
付
き
、
は
か
ま
の

富
一
さ
ん
と
白
む
く
姿
の
百
合
子
さ

ん
か
緊
張
し
た
表
情
で
入
場
。
「
富

一
君
・
百
合
子
さ
ん
の
桔
婦
を
祝
う

会
」
代
表
の
八
島
博
正
さ
ん
の
あ
い

さ
っ
の
あ
と
、
媒
酌
人
の
菊
地
太
三

県
農
協
五
連
副
会
長
・
福
島
国
見
町

義
協
組
合
長
が
。
お
二
人
の
な
れ
そ

め
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
「
日
本
と

ブ
ラ
ジ
ル
の
懸
け
鴣
に
な

り
て
ほ
し

い
」
と
激
励
、
冨
永
町
畏
が
「
富
一

さ
ん
の
愛
と
百
合
子
さ
ん
の
努
力
で
。

幸
せ
な
家
庭
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。

お
二
人
の
幸
せ
か
。
日
本
と
ブ
ラ
ジ

ル
の
立
派
な
国
際
親
普
に
な
り
ま
す
」

と
睨
福
し
ま
し
た
。

祝
宴
で
は
、
二
人
の
力
を
合
わ
せ

て
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
キ
に
入
刀
。

多
く
の
方
々
か
ら
祝
福
と
激
励
を
受

け
て
い
ま
し
た
。

▲盛大に行われた富－さんと百合子さんの結婚披露婁

河
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
俄

ご
協
力

あ
り

が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

●
参
加

人
員
…

…
一
一
、
七

八
四
人

●
ゴ
ミ

収
集
量

…
…
ハ

ト

ン

●
土
木

建
般
業

協
会

よ
り

ダ

ン
プ
協

力
…
…
一一
四
台

七
月
一
日
。
河
川
ク
リ
ー
ン
ア

″

プ
作
戦
か
全
町
一
斉
に
行
わ
れ
、
各

地
区
の
皆
さ
ん
約
二
千
八
百
人
が
参

加
し
、
町
内
を
流
れ
る
滝
川
・
牛
沢

川
・
普
蔵
川
を
は
じ
め
各
河
川
と
そ

の
支
流
で
清
掃
作
業
を
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
河
川
敷
な
ど
に
投
棄
さ

れ
た
空
き
缶
、
廃

ビ
ニ
ー
ル
、
廃
材
、

紙
く
ず
な
ど
の
ゴ
ミ
の
回
収
や
雑
木

伐
採
、
草
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ゴ
ミ
の
搬
出
に
は
町
内
の

建
般
楽
者
の
皆
さ
ん
の
、
積
極
的
な

応
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

水
は
生
命
の
蓆
。
そ
し
て
水
は
負

爾
な
資
源
で
す
。
川
は
宝
。
水
辺
は

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に
安
ら
ぎ
と

潤
い
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
わ
た
し

た
ち
は
遼

い
昔
か
ら
河
川
の
限
り
な

い
恩
恵
を
受
け
な
か
ら
暮
ら
し
を
立

て
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
。
ほ
と
ん

ど
の
市
町
村
が
河
川
水
を
水
道
用
水

に
利
用
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
ゴ
ミ
を
流
さ
な
い
、

洗
刑
は
無
リ
ン
の
も
の
を
使
う
な
ど

河
川
の
浄
化
に
心
が
け
、
魚
の
住
め

る
、
ホ
タ
ル
の
牋
び
交
う
美
し

い
川

に
し
た
い
も
の
で
す
。

▲大勢の参加をいただきました

よ
う
こ
そ

ブ
ラ
ジ
ル
国
農
業
研
修
生

四
月
十
五
日
、
ブ
ラ

ジ
ル
国
女
子

農
業
研
修
生
か
来
町
。
今
後
一
年
間

。

国
見
町
、
桑
折
町
、
梁
川
町
の
農
家

に
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
し
、
地
域
の
人
た

ち
と
交
流
を
深
め
ま
す
。

こ
れ
は
、
三
町
で
組
織
さ
れ
た
国

際
交
流
受
入
協
議
会
（
会
長
・
菊
地

太
三
福
鳥
国
見
町
農
協
組
合
長
）
が

企
画
し
た
も
の
で
、
今
回
防
れ
た
研

修
生
は
庄
司
光
子
さ
ん
ら
日
系
二
世
、

三
世
の
独
身
女
性
六
人
。
庄
司
さ
ん

ら
は
日
本
の
農
業
技
術
を
習
得
す
る

ほ
か
、
日
本
語
研
修
、
農
業
後
継
者

と
の
交
流
会
な
ど
に
参
加
し
ま
す
。

▲富永町長を表敬防問した研修隹

薬
草
教
室
開
か
れ
る

町
保
健
課
と
町
健
康
づ
く
り
推
進

協
議
会
か
、
健
康
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
闘
催
し
た
「
薬
草
教
室
」
が
七

月
二
日
。
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
梁
川
町
で
港
星
漢
方
堂

を
営
む
薬
草
研
究
家
の
貝
津
好
孝
先

生
を
講
師
に
迎
え
、
参
加
さ
れ
た
約

二
十
人
の
皆
さ
ん
は
、
熱
心
に
講
義

に
聞
き
大
っ
て
い
ま
し
た
。

講
演
は
身
近
に
あ
る
薬
草
の
採
取

と
調
整
法
、
そ
の
効
用
な
ど
に
つ
い

て
詳
し
い
説
明
か
あ
り
、
受
講
さ
れ

た
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
質
問
か
出
さ

れ
。
熱
の
入
っ
た
も
の
に
な
り
ま
し

た
。

▲寨草教室

編
集
日
記

梅
雨
か
明
け
る
と
い
よ

い
よ
夏
本

番
を
迎
え
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
待

ち
に
待
っ
た
夏
休
み
も
も
う
す
ぐ
。

痛
ま
し
い
水
の
事
故
や
交
通
事
故
な

ど
に
十
分
気
を
つ
け
て
、
豪
し

い
夏

休
み
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。
（
Ｋ
）

砧
行
・
編
集

国
見
町
企
画
課

福
鳥
県
伊
達
郡
ｌ
兄
町
大
字
藤
田
字
一
丁
田
二
２
の
Ｉ

Ｓ
九
六
九
一

一
七
　

Ｓ
（
○
二
四
五
万
ぺ
五
一

二

ご

．
（
代
表
）
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